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IOT、IOSの時代の人材像とPM像
１．IOT,IOS時代に求められること
鍵はオープン性への素早い対応、オープンAPI連携への対処
「製品中心からサービスを中心とするイノベーションへの転換し、オープン・イノ
ベーションにより顧客と共創することで、持続可能なビジネスモデルが生まれ、継
続的に顧客価値が創造される」
ー『オープン・サービス・イノベーション』ヘンリー・チェスブロウより引用
（中国の事例）
・モバイルペイメントーAlipay,Wechat
中国の疑似通貨利用急激に伸展－故宮博物館のチケット販売をAlipayに転換、現
金・クレジットカードが使えない
・MOBIKE
シェアリング自転車が急速に普及－アプリで近くの自転車検索、Wechatで支払い、
どこで乗っても降りてもよい
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２．China Congressの優秀PMO－アリババの取組み
・強力なクラウド側での開発、素早いサービスの提供

また動態ビッグデータの活用
・それを支える組織的プロジェクトマネジメント、PMOの活動
・中国ではプロジェクトの成功率が向上
３．これらの事例から求められること
・連携を構築する力が不可欠
チームを組んで、コンピュータを使いこなし、情報を通して連携し、素早くアイデアを形に
し、新しいビジネスを構築できるマネージャー人材が求められる。

神庭弘年PMIフォーラム２０１７講演「PMロールモデルの変化」を参考
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IOT、IOSの時代のと人材像とPM像

この担い手が新しいPM像
全体を俯瞰し、除法・人材の連携
をして、組織変革を具体的な実行
計画に展開し、実行できる人材



プロマネの役割変化の背景
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プロマネの役割の変化へのPMIの対応
 資格の多様化－PMP以外の資格の多様化
PgMP プログラム・マネジメント
Pfmp ポートフォリオ・マネジメント
CAPM PM認定アソシエイト
PBI-SP スケジュール・マネジメント
PBI-RAP  リスク・マネジメント
PBI-ACP  アジャイル認定プラクティショナー
全資格保有者は世界で85万名を超える
 標準、実務標準の多様化
PMBOK®ガイド以外にポートフォリオ、
プログラム、プロジェクトのガバナンス、
組織的プロジェクトマネジメント、PMCDF、
ビジネスアナリシス、要求マネジメント、
アジャイル等の標準、実務標準、調査資料等を
刊行している。
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一方で旧態依然としたプロジェクトの失敗

なぜプロジェクトは失敗するか

Poor requirements diffusion 50% 不十分な要求による混乱

Poor scope diffusion             15% 不十分なスコープの混乱

Inadequate Risk management 17% 不十分なリスク管理

Communication Problems      14% コミュニケーション不足

Rock of Qualified Resources  3% 資格のあるリソースの欠如

Other                                 1% その他
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（背景、原因）
・Scope Creep  ・Overallocated Resources

・Poor Communications ・Bad Stakeholder Management

・Team issues ・Architecture and design

・Unreliable Estimates ・No Risk Management

・Unsupported Project Culture ・The Accidental Project Manager

・Lack of Team Planning Sessions

・Monitoring and Controlling



プロマネの役割の変化へのPMIの対応

• プロマネに期待される役割の変化
－これまでそれほど強く意識されてこなかった役割が期待されている
 物を作ることの前に、「何を作る」を問うことができる
 経営戦略とプロジェクトの関係を理解している
 ベネフィッツ実現の具体的な枠組みが適用できる
 組織連携を実現できる

• PMIも変化に対応
 タレントトライアングルの登場
主旨:(１）実践力を伴ったプロフェッショナルとしての信頼度の

維持・向上
（２）適切なスキルを有した人材（タレント）による組織運営
に向け実践力を伴ったプロフェッショナルの育成とそのための
学習内容の改善
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タレント・トライアングルが掲げる知識群
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サブカテゴリ―
（１）テクニカル・プロジェクトマネジメント

アジャイル技法、データ収集とモデリング、EVM
ガバナンス（PPPM)、ライフサイクルマネジメント、
要求マネジメントとトレーサビリティ、リスク・マネジメント
スケジュール・マネジメント、スコープマネジメント、
タイム、コスト、予算の見積もり等

（２）リーダーシップ
ブレインストーミング、コーチングおよびメンタリング
コンフリクト・マネジメント、EQ（エモーショナル・インテリジェンス）
影響力、対人関係能力、傾聴、交渉力、問題解決
チーム・ビルディング、デザイン思考等

（３）ストラテジック＆ビジネスマネジメント
ベネフィット・リアライゼーション・マネジメント（BRM)、ビジネス・モデリング、構造化
市場競合分析、顧客との関係づくり、顧客満足度、業界固有の知識、標準体系、
法律および法規制の順守、マーケットの認知および状況・マーケティング、企業財

務、
企業戦略の計画、分析及び整合等



IT要員 顧客側/ ベンダー側 日米の違い
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他のPMI標準
との整合性

PMBOK® Guide
へのフィードバッ

ク

ISO 21500 との
整合性

PMI Lexicon of Project 
Management Terms 

の用語と定義の採用

変更の主な要因

PMBOK®ガイドの変更点



他のPMI標準
倫理・職務規定

ポートフォリオマネジメント標準
プログラムマネジメント標準
組織的プロジェクトマネジメント成熟度モデル(OPM3)

PMIプロジェクトマネジメント用語集
組織のプロジェクトマネジメントの実施:実務ガイド
実務者のためのビジネスアナリシス:実務ガイド



主な変更点

書籍構成
パート1:ガイド
パート2:標準
パート3:付属文書

アジャイル テーラリング
•ガイド内に適宜記載
•付属文書 X3
• Agile Practice Guide

•付属文書 X5
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PMBOK®ガイドの変更点



テーラリング

PMBOK® ガイド 第３版で導入した概念
PMBOK® ガイド 第６版で大幅に拡張

プロジェクトマネジメントの技法やプロセス: 増加

実プロジェクト: 多様化、複雑化

適用するための テーラリング



16

知識エリアの変更点



プロセスの数

4.4 プロジェクト知識のマネジメント
9.6 資源のコントロール

11.6 リスク対応策の実施

12.4 調達の終結 (プロジェクトの終結 に統合)

第３版 第4版 第5版 第6版

追加

削除

プロセス数の遷移
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プロセス・マッピング(49プロセス)
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章
　　　　　プロセス群
知識エリア

立上げ 計画 実行
監視・

コントロール
終結

4 統合マネジメント プロジェクト憲章の作成
プロジェクトマネジメント
　計画書の作成

プロジェクト作業の
　指揮・マネジメント

プロジェクト知識の
　マネジメント

プロジェクト作業の
　監視・コントロール

統合変更管理

プロジェクトや
　フェーズの終結

5
スコープ・
　マネジメント

スコープ・マネジメントの計画
要求事項の収集
スコープの定義
WBSの作成

スコープの妥当性確認
スコープのコントロール

6
スケジュール・
　マネジメント

スケジュール・
　マネジメントの計画
アクティビティの定義
アクティビティの順序設定
アクティビティの期間見積り
スケジュールの作成

スケジュールの
　コントロール

7
コスト・
　マネジメント

コスト・マネジメントの計画
コストの見積り
予算の設定

コストのコントロール

8 品質マネジメント 品質マネジメントの計画 品質のマネジメント 品質のコントロール

9 資源マネジメント
資源マネジメントの計画
アクティビティの資源見積り

資源の獲得
チームの育成
チームのマネジメント

資源のコントロール
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コミュニケーション・
　マネジメント

コミュニケーション・
　マネジメントの計画

コミュニケーションの
　マネジメント

コミュニケーションの監視

11
リスク・
　マネジメント

リスク・マネジメントの計画
リスクの特定
リスクの定性的分析
リスクの定量的分析
リスクの対応計画

リスク対応策の実施 リスクの監視

12 調達マネジメント 調達マネジメントの計画 調達の実行 調達のコントロール

13
ステークホルダー・
　マネジメント

ステークホルダーの特定
ステークホルダー・
　エンゲージメントの計画

ステークホルダー・
　エンゲージメントの
　マネジメント

ステークホルダー・
　エンゲージメントの監視

数 10 2 24 10 12 1



（参考） PMIの動向
• PMI会員数 492,164名
• PMI認定資格保有者数 856,138名
• 306支部
• 207か国

30


